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　　　　3）　科学技術動向 2006 年 5 月号トピックス
　　　　4）　（社）日本ネットワークインフォメーションセンタ （ーJPNIC）：http://www.nic.ad.jp/ja/topics/2011/20110415-01.html
　世界標準時の 2011 年 6 月 8 日の 0 時から 24 時間、
















　現在主流の IPv4 は、パケットのヘッダー部に 32
ビットのアドレス空間を持ち（図表 2 参照）、識別可
能なコンピュータの数は最大で 2 の 32 乗（約 43 億）
である。最近のモバイル機器の急増や新興国のイン
ターネット人口の増加によって IPv4 アドレスは世
界的に枯渇しており3）、日本では、2011 年 4 月 15 日
に、IPv4 アドレスの新規割り振りを終了した4）。
　これに対して、IPv6 は、128 ビットのアドレスを
持ち、利用できるアドレス数は 2 の 128 乗で、事実
上無限大である。しかし、IPv6 と IPv4 とに互換性が
ないことがネックとなって、IPv6 によるトラフィッ
ク量は全体の 0.2〜0.3％ と、普及が遅れている。IPv6


















トピックス3 世界一斉のトライアル「World IPv6 Day」
　世界標準時の 2011 年 6 月 8 日 0 時から 24 時間、非営利の国際組織 Internet Society（ISOC）の主導によ
り、世界中のインターネット企業、研究所、大学など 433 団体が公式参加して、IPv6 運用トライアル「World 
IPv6 Day」が行われた。IPv6 導入時の問題点を業界全体でチェックすることを目的とし、世界の主要な
Web サイトは、コンテンツを IPv4 と IPv6 の両方のインターネットプロトコルで提供した。日本からも 23
団体が参加し、総務省のサイトを含めて 67 ドメインが IPv6 対応済みサイトとして登録された。一般のユー
ザーは、基本ソフトウエアやドライバーソフトを最新に保つだけで、将来の IPv6 化に備えることができる。
図表 1　Web サイトの IPv4/IPv6 デュアルスタック
図表 2　IPv4 と IPv6 のパケットの違い
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